
第三次和光市食育推進計画
に基づく取組

  

　令和元年度　第2回
和光市食育推進コンソーシアム会議

　令和元年　8月6日（火）



令和元年度　4～7月
　食育推進の取組進捗（報告）
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資料1



 

①減塩・減糖・減脂を主とした発症の予防及び重症化の予防に重点を置いた取組

③ライフステージや個人の健康度ごとの課題について事業を実施

②セルフヘルスケアマネジメントおよび健康的な食生活の日常への定着と健康づ

　くりを支援

計画に基づく食育コンソーシアム会議での推進内容と目標値
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④健康と食をめぐる現状と課題を共有し、事業を定期的かつ継続的に実施

⑤食文化の継承や地産地消の推進

【推進内容】

【目標値】
　　　　　　　　　　項　　目 現　状　値　（H28） 目　　標　（R9）

① 主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を1日
に2回以上ほぼ毎日食べている者の割合　
（ほぼ毎日＝「毎日」+「週5～6日」）

68.7％（※1） 80.0％（※2）

② 食塩摂取量の減少 男性9.5ｇ
女性8.6ｇ（※1）

男性8.0ｇ
女性7.0ｇ（※3）

※１「平成28年　地域の絆と安心な暮らしに関する調査」結果より抽出
※２目標値の設定は、「健康日本21(第二次）」に基づくものとする。
※３目標値の設定は、「日本人の食事摂取基準(2015年版）に基づくものとする。

（1）



令和元年度取組予定
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令和元年度取組進捗【食育認定マーク】
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食育認定マーク
（更新時期）7月:イトーヨーカ堂・いなげや　4月:ひまわり　3月:池田屋

登録店舗
（13店）

登録商品
（587品）

減塩
（258品）

減糖
（116品）

減脂
（139品）

野菜たっぷり
（94品）

わこ産わこ消
（11品）

イトーヨー
カ堂和光
店

192　
→265 86→128 55→48 49→68 11→34 1→3

いなげや
和光新倉
店

183
→309

102
→127 37→66 26→71 19→59 1→1

駅前商店
ひまわり 6→12 ２→2 １→2 １→1 ２→７

かつをぶし
池田屋 １→1 １→1

※　平成30年9月登録数　→　令和元年7月現在登録数

（2）



令和元年度取組進捗【買い物コンシェルジュ①】
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いなげや様（共催）
・日にち　　　6月19・26日（水）
・時間　　　　10:30～12:00
　　　　　　　　14:00～15:30
・場所　　　　いなげや新倉店　店頭、店内、フリースペース（受付）

・周知方法　5月よりレジカウンターにてチラシの配布及び掲示

・実施方法　

　　　　　　　　　

〈配布チラシ　※参照資料1〉

店頭でチラシの配布・お声がけ

フリースペースに誘導、栄養相談・アンケート

店内にてお声がけ、栄養相談・認定マークの紹介・アンケート
〈アンケート用紙　※参照資料2〉

〈事前配布チラシ〉



6

令和元年度取組進捗【買い物コンシェルジュ②】
当日の様子
店頭・のぼり旗 店内　入口

店内　フリースペース 店内　売場

（3）
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令和元年度取組進捗【買い物コンシェルジュ③】

【性別】　　　男性：7名　女性：39名

【年齢】　　　①30～40代：18名　　②70～80代：16名

【家族構成】　家族：35名　単身：3名

Q. 食育推進店を知っていますか　　　　はい：15.4％　　いいえ：84.6％

Q. 認定マークを知っていますか　　　　はい：17.8％　　いいえ：82.2％

Q. 食塩摂取目標量を知っていますか　　はい：59.0％　　いいえ：41.0％

Q. 減塩に取り組んでいますか　　　
　　積極的に取り組んでいる：41.9％　　少し取り組んでいる　　：18.6％
　　あまり取り組んでいない：14.0％　　全く取り組んでいない　：25.6％

Q. 主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を１日２回以上食べている日数は
　　毎日：68.8％　　　　　週5～6日：6.3％　　　週3～4日：6.3％
　　週1～2日：18.8％　　　ほとんど食べない：0％

アンケート結果（一部抜粋）計46名実施/2日間

その他（参加者のご意見ご感想）
・チラシや塩分スプーンをもらえてよかった。
・日頃の食生活を見直すきっかけになった。
・すでに栄養指導を受けている。

その他（事務局）
・10～30代は塩分に関する知識が少ない。
・40～80代は持病や健診結果を気にして
　減塩に積極的に取り組んでいる方が多かった。
・離乳食期のお子様を持つ親は食材や塩分について
　気を付けている方が多かった。

〈アンケート用紙〉



令和元年度取組進捗【体組成計測定会①】
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わこう暮らしの生き活きサービスプラザ様（主催）
・日にち　　　6月5日（水）
・時間　　　　10:00～11:00
　　　　　　　　13:30～14:30
・場所　　　　わこう暮らしの生き活きサービスプラザ　

　　　　　　　　　
個別栄養相談

〈栄養アドバイス配付チラシ　※参照資料4〉

〈配布チラシ　※参照資料3〉

（4）
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令和元年度取組進捗【体組成計測定会②】

Q. 食育推進店を知っていますか　　　　はい：23.0％　いいえ：77.0％

Q. 認定マークを知っていますか　　　　はい：14.0％　いいえ：86.0％

Q. 食塩摂取目標量を知っていますか　　はい：81.0％　いいえ：19.0％

Q. 減塩に取り組んでいますか　　　
　　積極的に取り組んでいる：36.4％　　少し取り組んでいる　　：40.9％
　　あまり取り組んでいない：9.1％　　  全く取り組んでいない　：13.6％

Q. 主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を1日2回以上食べている日数は
　　毎日：95.5%　　　　週5～6日：0%　　　　週3～4日：0%
　　週1～2日：0%　　　ほとんど食べない：4.5%

アンケート結果　計22名

その他（事務局）
・健康意識が高く、健康体の方が多かった。
・食塩摂取目標量やバランスの良い食生活を送っている方が多かった。
　また持病や肥満などで栄養指導が必要と思われた方は約5名程度いらっしゃったが、
　すでに何らかの取り組みを行っていた。
・食育推進店、認定マークを知っている方の割合が低く、啓発が必要。



令和元年度取組進捗【だし講座①】
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北子育て世代包括支援センター様・池田物産様（共催）
・日にち　　　7月17日（水）
・時間　　　　11:00～12:00
・場所　　　　北子育て世代包括支援センター　

・対象者　　 0歳～未就学児の家族（20世帯）
・講座内容　タイトル:「こころ」と「からだ」を癒す本物のおだし体験しませんか?
　　　　　　　 ①かつおぶしについて　②うまみ成分や化学調味料について
　　　　　　   ③天然だしのこころもからだも癒される効果について
　　　　　　   ④簡単だしの摂り方実演・試飲
　　　　　　　　　
〈配付チラシ　※参照資料5〉

〈当日の様子〉

（5）
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令和元年度取組進捗【だし講座②】

【年齢】　　　①30～40代：16名　　②10～20代：3名

Q. 食育推進店を知っていますか　　　　はい：21.1％　いいえ：78.9％

Q. 認定マークを知っていますか　　　　はい：31.6％　いいえ：68.4％

Q. 食塩摂取目標量を知っていますか　　はい：36.8％　いいえ：63.2％

Q. 減塩に取り組んでいますか　　　
　　積極的に取り組んでいる：36.9%　　　　少し取り組んでいる：47.3%
　　あまり取り組んでいない：10.5%　　　　全く取り組んでいない：5.3%

Q. 主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を1日2回以上食べている日数は
　　毎日：57.9%　　　　  週5～6日：15.8%　　　　週3～4日：10.5%
　　週1～2日：5.3%　　　ほとんど食べない：10.5%

その他（参加者のご意見ご感想）
・今日から始めようと思った。（47％）
・やってみたいと思った。（53％）
・おいしいご飯を作ってあげようと思った。
・だしを楽しむ事を忘れていた。
・普段の味付け、だしのとり方に不安が
　あったので参加した。
・気軽にだしがとれると思った。
・自分で作る体験もしてみたい。

その他（事務局）
・バランスの良い食生活を送っている方が多く、
　食育推進店や認定マークの認知度も高かった。
・40代以降に比べ食塩摂取量の認知度は低かったが、
　離乳食期の子供と一緒に減塩に取り組んでいる方が
　多かった。
・6月の広報で周知した時点から問い合わせが多く、
　需要がある講座内容だった。

〈アンケート用紙　
　　　　※参照資料6〉

アンケート結果　計19名
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令和元年度取組進捗【計3回のアンケート結果より】
〇 食育推進店を知っている者の割合       　19.8％
〇 認定マークを知っている者の割合       　21.1％　

🔴 食塩摂取目標量を知っている者の割合    58.9％　
🔴 減塩に取り組んでいる者の割合               74.0％
　（「積極的に取り組んでいる」+「少し取り組んでいる」）　
　

〇 主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を
     1日2回以上ほぼ毎日食べている者の割合　　 81.4％
　  （ほぼ毎日＝「毎日」+「週5～6日」）

計87名の
アンケート結果
　                

　 ⇒食育推進店・認定マーク共に知っている者の割合は約2割。
　　 今後の取組や健康フェアにおいて引き続き啓発を行う必要がある。

【目標】
　減塩に取り組む者の割合　H29　50.0％（H28絆調査より）→　H39　60.0％
　 ⇒40代以降の方は健診や情報番組などにより塩分に関する知識が豊富であるが、間違った捉え方や自己流
　　での食生活改善を行っている方が多く見られる。個別相談や健康教室などで正しい情報提供が必要。
　 ⇒20～30代の方は家族の事を考え、より良い食生活を送ろうとしているが、明確な数値など知識が乏しい。
　　食生活を見直すきっかけづくりや各関係機関、乳幼児健診で啓発を行う必要がある。

【目標】
　バランスよく食べる者の割合　H29　68.7％（H28絆調査より）→　H39　80.0％
　 ⇒朝・昼食は簡単に済ませてしまう方や単身の方は難しい数値となっている。
　　 食育推進店における買い方プログラム、バランス弁当、調理済み商品の普及や時短料理レシピなどの
　　 情報提供が必要。

（6）



令和元年度取組進捗【６月広報・健康ガイド（成人版）】
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広報（6月:食育月間）

　

　　　　

　

食育コンソーシアム会議での取組を紹介!!
QRコードを掲載し、アクセスすると和光市ホーム
ページ「わこうの食育」を見ることが出来ます。

令和元年度　健康ガイド（成人版）
※6月上旬に全戸配布

　

　　　　

　

〈※参照資料7〉



令和元年度取組進捗【埼玉新聞　７月３１日掲載】

（7）
1４



健康フェアでの普及イベントの企画について（案）

1

資料2



イベント概要（案）

【タイトル】　　　　　　　はじめよう、見直そう、食生活!～減塩から適塩へ～（仮）

【日時】　　            令和元年　11月10日（日）10:00～15:00

【場所】　　            和光市保健センター
　　　　　　　　　　　　（市民まつり・健康フェア）
【主催・運営】   　　　主催:和光市 保健福祉部 健康保険医療課
                          運営協力:食育推進コンソーシアム会議構成員、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヘルスサポーター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【目的】　　 　　　 　　　食育の啓発・意識づけ、健康づくり実践のきっかけづくりを行う。
　　　　　　　　　　　　　「わこう食育推進店」「認定マーク」の認知、普及を図る。

わこう版食育の普及、認定マークの一斉PRを集客力のあるイベントにて実施

２．実践方法の認知、習得

自分の食生活の振り返り
・食事相談
・各出店ブースでの健康・栄養情報の発信

具体的方法の提案
・適塩商品の試食・試飲
・各拠点での取組や商品の展示、PR
・各出店ブースで認定マークのPR

１．食の大切さ、健康への影響の伝達

2

【内容】   　　

（8）



　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

テラス 吹き抜け

【会議室】

出店者休憩室
物品資材置き場

【集団指導室】

歩行姿勢チェック
「たばこ」の知ってほしいこと

【集団指導室】

【調理実習室】

通　路

女
ト
イ
レ

男
ト
イ
レ

給
湯
室

倉
庫

階
段

食育ブース
（展示・試食・試飲・その他）

【和室】

食育ブース
（育児相談・
食育ゲーム）

会場図（保健センター2F）（案）

3
※保健センター1F入口に食育ポスター掲示予定



イベント企画（食育または独自ブース内）（案）

食育ブース対面での企画

　　

独自出店ブースでの
食育PR

　　　　　

事業所
名

子育て世代包
括支援
センター

朝霞保健所管
内栄養士
えぷろん

健康保険
医療課

事業名 赤ちゃん休憩室、
育児相談

適塩商品の試食
提供

わこう版食育の啓発、
適塩だし汁の試飲
提供

目的 児の発育発達、健
康増進

商品提案と調理法
の情報発信

会議での取組を知って
もらい食生活を見直す
きっかけ作り

内容 ・乳幼児の計測
・発育発達相談　 
・栄養の相談

・適塩商品の試食
　提供
・食事法や栄養の　
　アドバイス

・適塩だし汁の試飲
　提供
・食育認定マーク商品
　の紹介
・減塩減糖レシピの
　配布

対象者 乳幼児 全世代 全世代

当日運営 2～3名 1～2名 4～5名

必要物品 座卓3台、身⾧体
重計、座布団、
カーテン

⾧机1台・セブンミー
ル・紙皿・フォーク・
大皿・トング・ビニー
ル手袋、麦茶パック、
紙コップ、ジャグ

⾧机1台・保温ポット・
紙コップ・顆粒だし・味
噌・ビニール手袋・認
定マーク商品

4

事業所名

和光市農業後継者倶楽
部

駅前商店ひまわり

わこう暮らしの生き活き
サービスプラザ

すたんど・あっぷ和光

生活介護施設ゆめちか

（9）



事業所名 保育サポート
課・学校教育
課

ぽけっとステー
ション

わこう福祉会 イトーヨーカ堂
和光店

いなげや和光
新倉店

セブン-イレブ
ン

事業名 おやつについて・
朝ごはんについて

見直そう、毎日
の食生活

高齢期の栄養
の摂り方

認定マーク商品の紹介 セブンミールの
紹介

目的 健康を保つた
めの食生活の
情報提供

健康を保つた
めの食生活の
情報提供

高齢期を元気
に過ごすための
食事の摂り方
について情報提
供

認定マーク商
品（減塩）の
紹介および情
報提供

認定マーク商
品（栄養バラ
ンスOK）の紹
介および情報
提供

健康バランスシ
リーズの提案お
よび情報提供

内容 「上手なおやつ
のとり方につい
て」「子どもの食
育朝ごはんの
大切さを知ろ
う」と題したポス
ターを掲示
（模造紙３
枚）※昨年の
ポスター使用

「バランスを考
えた基本の食
事」「減塩を意
識した食事の
ための簡単一
工夫」「健康と
食生活」と題し
たポスターを掲
示（模造紙３
枚）※昨年の
ポスター使用

「腸の健康・脳
の健康」と題し
たポスターを掲
示（模造紙２
～３枚）

試食用にセブ
ンミール商品の
提供
企業パネルの
掲示

対象者 乳幼児・児童
とその保護者

成人 高齢者 全世代 全世代 全世代

当日運営 ― ― ― ― ― 1～2名

必要物品 パーテーション４～５個 ⾧机2台程度・認定マーク商品 セブンミール・商
品紹介パネル

イベント企画（パネル・商品の展示等）（案）
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食育ブースレイアウト（案）
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カ
ー
テ
ン

【和室】

赤ちゃん休憩室　　
（授乳・おむつ替え等）

【集団指導室】

育児相談　　

入　口

入
　
口

適塩だし汁の試飲

①濃い　②いつもと同じ味　③薄い
模造紙にシールを貼ってもらい、
味覚のアンケートを行う。

適
塩
商
品
の
試
食

幼児・児童向け
・保育サポート課
・学校教育課

成人向け
・ポケット
　ステーション

高齢者向け
・和光福祉会

全世代向け
・健康保険医療課食育推進店・認定マーク商品の紹介

減塩商品の展示

①味覚の診断

②各世代に向けた
　食に関するポス　
　ターの掲示　

③食品選択、
　知識の普及啓発

④調理提案、
　適塩商品
　の体験

計
測

　食育
ゲーム　

液体
ミルク
紹介　

（10）



項目 9/17-20 9/24- 27
9/30-
10/4

10/7-11
10/1
5-18

10/21
-25

10/28-
11/1

11/5-8
11/10
（当日）

企画確定

○18日
広報〆

制作物の内部
作成

○
各展示・配
布物の作
成

○
当日展示物
提出

必要備品の手
配

○
既存物品

手配、発注

○
不足物品手
配

運営会議

○
試食試作

○
検便提出

○
担当者

部会

○

役割分担

最終確認

準備・会場設営
○8日
配置設営

○
8：30～準備

当日運営・撤去

○
10～15時

16：30終了

当日までのスケジュール（案）

7



「わこう食育推進店」の認知と、食に関する知識の普及を第一段階として、ツー
ル（食育リーフレット）配布数を目標値とする

市民まつり来場予測
　　・食育ブース（保健センター内）300名
　　・各拠点出店ブース（5ヶ所）500名

●達成目標数値

認知目標数　800名（世帯）　和光市全世帯の2％

【カウント方法】
  ・統一のツール「食育リーフレット」の配布数で来場者数をカウントする。
   保健センター食育ブース及び各拠点出店ブースでの配布数を合算。

来場者目標と実施効果見込み（案）

当初（H29） 最終（H39）

食育実践者数

68.7%（H28絆調査）

減塩に取り組む人の割合

（※和光市人口約83,445人、世帯数約41,665世帯　6/1現在）

8

バランスよく食べる人の割合

【昨年度　配付実績】
市民まつり配布数　529枚
＋各事業配布数　937枚

＝1466枚（全世帯3.56％）

1466枚
（全世帯3.56％）

チラシ配布・啓発
枚数（H31）

50%（H28絆調査） 60%

80%

（11）


